
会いたい人がいる。そんな街が好き。

荒 昌史
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名称：株式会社 HITOTOWA
代表者：荒 昌史
設立：2010年12月24日
資本金：600万円
職員数：30名
事業：
ネイバーフッドデザイン事業
CSR/CSVコンサルティング事業
ソーシャルフットボール事業
web： http://hitotowa.jp/

◆主な受賞歴
ジャパン・レジリエンス・アワード2015
グッドデザイン賞2015「西新宿CLASS in the forest」
グッドデザイン賞2015「そなえるカルタ」
マニュフェスト大賞2015 復興支援・防災減災 優秀賞
グッド減災賞2015
グッドデザイン賞2016「まちにわひばりが丘」
キッズデザイン賞2017「イニシア西新井」
グッドデザイン賞2017「ファインシティ甲子園」
グッドデザイン賞2017「イマジンテラス」
キッズデザイン賞2018「そなえるカルタ」
グッドデザイン賞2018「ザ・パークハウス 西新宿タワー60」
2019年都市住宅学会長賞 「一般社団法人まちのね浜甲子園」
グッドデザイン賞2020「みずべのアトリエ」
グッドデザイン賞2020「フロール元住吉」

◆主なお取引先
神奈川県住宅供給公社
株式会社 京阪電鉄不動産
株式会社 コスモスイニシア
株式会社 コスモスモア
株式会社 長谷工コーポレーション
京浜急行電鉄 株式会社
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ（Jリーグ）
相鉄不動産 株式会社
大和ハウス工業 株式会社
大和ライフネクスト 株式会社
東京建物 株式会社
独立行政法人 都市再生機構
野村不動産 株式会社
三井不動産レジデンシャル 株式会社
三菱地所コミュニティ 株式会社
三菱地所レジデンス 株式会社
三菱UFJリサーチ&コンサルティング 株式会社 他

ネイバーフッドデザイン事業
住宅デベロッパーからの依頼を受け、人と人とのつながりを
つくり、都市の課題解決、暮らしの充実を図る取り組み。

まちにわ ひばりが丘 まちのね 浜甲子園
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http://hitotowa.jp/


住宅会社や行政から受託し、大規模マンションや地域のコミュニティづくり
防災減災、子育ての支援、お年寄りの生きがいのため

コミュニティスペースやイベントの企画運営、住民組織の立ち上げと伴走支援
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子育て世帯の核家族化や共働きの増加、地域とのつながりの希薄化など、
子育て環境が変化するなか、前向きに子育てができ、

子どもが健やかに育つことができるよう
調査研究とネイバーフッドデザインにおける実践を両輪で進めていきます。

HITOTOWAこども総研



ネイバーフッド・コミュニティが大切な4つの理由
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HITOTOWA  ネイバーフッドデザイン メソッド

PJのゴール設定 / goal
だれの何のためのつながりなのか？＝コンセプト

仕組み / system

コミュニティ形成費用、初期投資、資金管理・運用、
理事会サポート、規約、重要事項説明書、情報コミュニケーションなど

場所
space

共用部・周辺施設
（共用備品）

機会
opportunity

イベント、サークル
メディア、日常的な接点

主体性
ownership

多様な参加方法
コミュニティ担当理事

見識
literacy

社会課題やコミュニティ
楽しみながら学ぶ

まちの未来像 / future image
「まちの未来をイメージする」

目的・目標設定 目的・目標設定 目的・目標設定 目的・目標設定

目的・目標設定

コ
ン
セ
プ
ト
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孤立や孤独を乗り越えるために
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他人から知り合いへ
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課題意識を共有する
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コミュニティを下支えするコミュニティ
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子育ての助け合いのための集まり
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生きがいと趣味の交差点
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世代を超えたつながり
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comma, coffee. 大人気の「ぐりとぐらのパンケーキ」（西東京市）
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子育て親子が気軽に集まれる
【子育ておしゃべり会】

住民の声に応じた様々な企画
【ラグビーワールドカップ応援】

台風被害を振り返り、今後の防災対策に活かす
【ボウサイ会議】

住民有志による様々な企画
【女子会忘年会】（別途パパ会も開催された）



持続するネイバーフッド・コミュニティ

ビジョン・組織体・事業に一貫するコンセプト /仕
組み / ゴール設定

まちにおける自治 / 管理 / 経営の組織バランス

サービス受益者を生むのではなく相互コミュニケー
ションの回復→一人ひとりの出番が生まれる

活動エリア内から外へ染み出す関わりを増やす
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コロナ禍の取り組み

感染症対策情報交換会

オンラインツール講習会 住民オンライン懇親会

専門家による講習会
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ご質問への回答

①どの程度（期間）、コミュニティ形成の支援を行うことで、居住者等の自主的な取組に移行が可能か。

・実際には2-3年、2-3ヶ月に1度程度の機会提供と、下支えする母体形成があることが望ましいが、制度の
ハードルになるようであれば、きっかけをつくるところから本格的なものまで、グラデーションを示すのも
考えられる。

②既存住宅におけるコミュニティ形成において、どういった手法が考えられるか。

・動機付けと機会提供を行っていくことには変わりはないが、既存住宅ごとに状況が異なるところは留意が
必要。

③また、コミュニティ形成の取組を実施するスペースのない場合（特に既存住宅）におけるコミュニティ形
成支援の手法

・必ずしも住宅内にスペースがなければならないというわけではない。近隣店舗・施設を有効活用する。

④分譲、賃貸におけるコミュニティ形成支援方法の違い（主体（管理組合、管理会社等）の違い等）

・分譲の方が熱しにくく冷めにくい、賃貸は熱しやすいが冷めやすい。また、物件規模によって取り組み方
が変わる傾向がある。大規模の方が取り組みやすいが、小規模においてニーズがないわけではない。いずれ
にせよ管理会社の理解/協力は必要。
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